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○
議
員
定
数
削
減 

 
６
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
定
数
削
減
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
期

22
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
来
期
か
ら
は

20
名
に
な
り
ま
す
。 

私
は
か
ね
て
よ
り
16
名
を
主
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
議
員
定
数
16
名
の
根
拠
は
、

市
民
５
，
０
０
０
人
あ
た
り
に
つ
き
議

員
一
人
と
い
う
も
の
で
す
。
人
口
規
模

の
似
て
い
る
西
尾
市
や
、
同
一
区
内
の

豊
川
市
で
は
達
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

議
会
の
力
を
弱
め
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
一
部
議
員
の
反
対
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
兼
職
を
持
た
ず
、
全
議
員

が
専
任
と
な
れ
ば
充
分
負
託
に
応
え
ら

れ
る
は
ず
で
す
。 

市
民
負
担
の
軽
減
を
求
め
つ
つ
、
行

政
の
暴
走
を
防
ぐ
た
め
の
ギ
リ
ギ
リ
の

数
字
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

○

 

平
成
21
年
12
月
に
発
行
し
た
マ
イ

レ
ボ
13
号
に
、
議
員
年
金
廃
止
提
案
を

し
た
と
書
き
ま
し
た
。 

議
員
年
金
廃
止
意
見
書
提
出 
そ
の
後
の
粘
り
強
い
活
動
を
経
て
、

本
議
会
に
お
い
て
、
蒲
郡
市
議
会
の
全

員
一
致
を
も
っ
て
、
国
に
対
し
議
員
年

金
廃
止
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
既
に
議
員
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
や
、
遺
族
年
金
を
受
け
て
い

る
方
へ
の
配
慮
は
し
て
い
ま
す
。 

                   

国
で
廃
止
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
蒲
郡

市
民
の
市
税
負
担
は
２
，
２
０
０
万
円

ほ
ど
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

余
談
で
す
が
「
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

の
意
味
は
「
改
革
」
で
す
。 

 

○
右
傾
化
へ
の
不
安 
  

こ
の
度
、「
夫
婦
別
姓
を
容
認
す
る
法 

                  

案
に
反
対
す
る
意
見
書
」
が
国
へ
提

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

さ

 

こ
れ
は
夫
婦
で
協
議
し
、
別
姓
の

択
が
で
き
る
こ
と
も
否
定
す
る
も
の

す
。 

 

提
案
者
の
理
由
は
、
夫
婦
別
姓
に

れ
ば
家
族
崩
壊
す
る
と
い
う
も
の
で

し
か
し
、
総
務
省
統
計
局
「
世

                    
出選でな す。
界 【図１】 世界の離婚率 
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の
統
計
２
０
１
０
」
に
よ
り
ま
す
と
、

夫
婦
別
姓
を
取
っ
て
い
る
中
国
の
離
婚

率
は
1.6
、
対
し
て
日
本
の
離
婚
率
は
2.0

と
な
っ
て
い
ま
す
【
図
１
】
。 

 

夫
婦
が
別
姓
に
な
る
こ
と
で
家
族
崩

壊
が
増
え
る
と
は
考
え
に
く
い
デ
ー
タ

で
す
。
家
族
崩
壊
は
別
の
理
由
か
ら
起

こ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

姓
（
苗
字
）
の
統
一
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

た
と
え
少
数
で
あ
っ
て
も
、
別
姓
を

希
望
す
る
方
々
も
い
ま
す
。
こ
の
方
々

の
権
利
を
奪
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
の
自
由
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

３
月
議
会
に
お
い
て
、「
永
住
外
国
人

に
対
す
る
地
方
参
政
権
付
与
に
反
対
す

る
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
、
国
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
こ
の
決
定
は
世
界
の
潮
流
を

無
視
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
逆
行
す

る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

蒲
郡
市
の
施
策
と
し
て
外
国
人
と
の

「
多
文
化
共
生
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
外
国
人
と
共
に
平
和
に
暮
ら

す
た
め
の
事
業
で
す
。 

 

市
議
会
は
な
ぜ
閉
鎖
的
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

一
連
の
意
見
書
提
出
を
受
け
、
私
は

蒲
郡
市
議
会
が
極
端
な
保
守
化
、
右
傾

化
し
て
行
く
こ
と
を
強
く
憂
慮
し
ま
す
。 

 

○
国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ
ス 

 

こ
の
件
に
つ
い
て
６
月
議
会
の
一
般

質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
平
成
22
年
６
月
現
在
、
こ
の

バ
イ
パ
ス
建
設
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

平
成
20
年
12
月
25
日
、
中
央
公
園
付

近
の
荒
子
ト
ン
ネ
ル
竣
工
式
が
あ
り
ま 

              

R247 バイパス・カインズモール前 

し
た
。
そ
こ
か
ら
東
方
面
は
暫
定
２
車

線
に
て
共
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
は
カ

ー
マ
蒲
郡
店
か
ら
競
艇
場
前
を
通
り
、

一
部
４
車
線
で
幡
豆
方
面
へ
抜
け
て
い

ま
す
。 

残
す
と
こ
ろ
は
概
ね
塩
津
地
区
、
神

ノ
郷
地
区
で
、
90
％
の
用
地
買
収
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

全
線
開
通
は
平
成
23
年
度
末
の
予

定
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
建
設
の

目
的
は
市
中
心
部
の
慢
性
的
大
渋
滞
し

て
い
る
交
通
緩
和
に
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
既
に
供
用
開
始
さ
れ
た
部
分
に

お
い
て
も
渋
滞
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
鹿
島
町
地
内

の
カ
イ
ン
ズ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

前
で
、
新
た
に
蒲
郡
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
す
ぐ
に
で
も
４
車
線
化
が
必
要
で

す
。 県

の
方
針
と
し
て
は
全
線
開
通
後
す

ぐ
４
車
線
化
に
掛
か
る
と
い
う
も
の
で

す
が
、
地
元
要
望
を
受
け
、
蒲
郡
市
は

県
に
対
し
て
４
車
線
化
の
要
望
を
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

○
民
間
委
託 

 

私
は
か
ね
て
よ
り
、
公
共
施
設
の
運

営
は
民
間
の
お
知
恵
を
拝
借
し
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
な
お
か
つ
経

費
の
節
減
を
目
指
し
、
民
間
委
託
を
勧

め
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
大
塚
町
に
あ
る
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
平
成
22
年
２
月
18
日
に

形
原
町
春
日
浦
に
竣
工
し
た
形
原
公
民

館
の
２
施
設
が
、
新
た
に
指
定
管
理
者

を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
指
定
管
理
を
含
む
民
間
委
託

を
し
て
い
る
施
設
は
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
、
図
書
館
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、 

             

 
養護老人ホーム・現在は蒲郡市直営 
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市
民
会
館
、
都
市
公
園
な
ど
41
ヶ
所
に

及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
課
の
一

部
事
務
や
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
包

括
管
理
な
ど
も
民
間
に
委
託
し
て
い
ま

す
。 

市
民
会
館
、
都
市
公
園
な
ど
41
ヶ
所
に

及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
課
の
一

部
事
務
や
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
包

括
管
理
な
ど
も
民
間
に
委
託
し
て
い
ま

す
。 

  

○
議
会
報
告 

○
議
会
報
告 

平
成
22

会 

平
成
22

会 

年
６
月
議

●
一
般
質
問 

年
６
月
議

●
一
般
質
問 

１
、
国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ
ス
鹿

島
町
地
内
の
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て 

１
、
国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ
ス
鹿

島
町
地
内
の
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て 

（
１
）
国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

（
１
）
国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

 

ア
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

 

ア
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

 

イ
、
完
成
目
標
時
期
と
達
成
見
込
み

に
つ
い
て 

 

イ
、
完
成
目
標
時
期
と
達
成
見
込
み

に
つ
い
て 

（
２
）
鹿
島
町
地
内
の
渋
滞
緩
和
に
つ

い
て 

（
２
）
鹿
島
町
地
内
の
渋
滞
緩
和
に
つ

い
て 

 

ア
、
地
元
要
望
に
つ
い
て 

 

ア
、
地
元
要
望
に
つ
い
て 

 

イ
、
大
型
商
業
施
設
の
出
店
と
交
通

量
予
測
に
つ
い
て 

 

イ
、
大
型
商
業
施
設
の
出
店
と
交
通

量
予
測
に
つ
い
て 

 

ウ
、
信
号
設
置
と
４
車
線
化
に
つ
い 

 

ウ
、
信
号
設
置
と
４
車
線
化
に
つ
い 

 
 
 

て 
 
 
 

て 

２
、
乗
っ
て
残
そ
う
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡

線
に
つ
い
て 
２
、
乗
っ
て
残
そ
う
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡

線
に
つ
い
て 

（
１
）
利
用
促
進
策
に
つ
い
て 

（
１
）
利
用
促
進
策
に
つ
い
て 

 

ア
、
利
用
促
進
策
の
内
容
に
つ
い
て 

 

ア
、
利
用
促
進
策
の
内
容
に
つ
い
て 

 
形原公民館・平成 23 年度から指定管理者導入予定 

 

イ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て 

 

イ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て 

（
２
）
直
近
の
幹
事
会
、
協
議
会
に
つ

い
て 

（
２
）
直
近
の
幹
事
会
、
協
議
会
に
つ

い
て 

（
３
）
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て 

（
３
）
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て 

（
４
）
総
合
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て 

（
４
）
総
合
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て 

３
、
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て 

３
、
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て 

（
１
）
前
期
の
決
算
状
況
に
つ
い
て 

（
１
）
前
期
の
決
算
状
況
に
つ
い
て 

（
２
）
来
期
の
見
込
み
に
つ
い
て 

（
２
）
来
期
の
見
込
み
に
つ
い
て 

（
３
）
蒲
郡
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

（
３
）
蒲
郡
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

ア
、
利
用
促
進
策
に
つ
い
て 

 

ア
、
利
用
促
進
策
に
つ
い
て 

 

イ
、
金
銭
的
支
援
に
つ
い
て 

 

イ
、
金
銭
的
支
援
に
つ
い
て 

 

ウ
、
政
策
的
支
援
に
つ
い
て 

 

ウ
、
政
策
的
支
援
に
つ
い
て 

●
反
対
討
論 

●
反
対
討
論 

「
意
見
書
案
第
３
号
・
夫
婦
別
姓
を
容

認
す
る
法
案
に
反
対
す
る
意
見
書
」
に

反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

「
意
見
書
案
第
３
号
・
夫
婦
別
姓
を
容

認
す
る
法
案
に
反
対
す
る
意
見
書
」
に

反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 
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